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（
か
っ
こ
内
は
喪
主
）

【
香

美
】
９
日

休

守
さ
ん

村
岡
区
長
板
２
８
０（

芳
和
さ
ん
の
父
）

【
養

父
】
８
日

松
田

英
二
さ
ん

大
屋
町
和
田
１
３
１

【
朝

来
】
８
日

正
垣

睦
子
さ
ん

立
脇
４
３
３

▽
葬
儀
日
程
を
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪ
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窑鶴
日出４・
日入 ・
月出９・
月入 ・
津居山

満潮 ・
－・－

干潮０・
－・－
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香
美
町
村
岡
観
光
協
会
の
会

長
、
西
村
一
正
さ
ん

同

町
村
岡
区
日
影

が
、
日
本
観

光
振
興
協
会
関
西
支
部
長
表
彰

を
受
賞
し
た
。
町
内
の
名
勝
・

猿
尾
滝
（
同
区
日
影
）
の
魅
力

発
信
や
環
境
整
備
な
ど
に
長
年

取
り
組
み
、
同
町
を
代
表
す
る

観
光
地
に
育
て
上
げ
た
こ
と
な

ど
が
評
価
さ
れ
た
。

同
支
部
長
表
彰
は
、
近
畿
２

府
４
県
の
観
光
振
興
や
観
光
業

発
展
に
尽
力
し
た
個
人
・
団
体

に
対
し
、
「
日
本
観
光
振
興
協

会
関
西
支
部
」
が
毎
年
表
彰
し

て
い
る
。
今
回
は
県
内
か
ら
西

村
さ
ん
を
含
め
２
人
が
受
賞
し

た
。西

村
さ
ん
は
約

年
間
、
旅

行
会
社
に
勤
務
し
、
国
内
外
の

ツ
ア
ー
の
企
画
や
添
乗
な
ど
に

従
事
。
経
験
を
買
わ
れ
、
２
０

１
３
年
に
香
美
町
村
岡
観
光
協

会
の
理
事
に
就
任
。
現
在
ま
で

９
年
間
に
わ
た
り
会
長
を
務
め

て
い
る
。

観
光
協
会
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
地
域

の
魅
力
を
発
信
。
県
内
外
か
ら

年
間
約
８
万
人
が
訪
れ
、
「
日

本
の
滝
百
選
」
に
も
選
ば
れ
て

い
る
名
勝
・
猿
尾
滝
の
観
光
ガ

イ
ド
や
清
掃
活
動
、
遊
歩
道
の

落
石
防
止
工
事
早
期
実
現
へ
の

働
き
か
け
と
い
っ
た
環
境
整
備

な
ど
、
常
に
お
客
さ
ま
目
線
の

行
動
で
交
流
人
口
増
加
に
努
め

て
き
た
。

今
回
の
受
賞
を
「
み
ん
な
で

地
道
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
」
と
、
控
え
め

に
喜
ぶ
西
村
さ
ん
。
昨
今
の
暖

冬
に
よ
る
ス
キ
ー
場
の
雪
不
足

や
地
域
の
過
疎
化
な
ど
を
課
題

に
挙
げ
、
「
今
ま
で
通
り
の
集

客
は
な
か
な
か
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
が
、
観
光
客
を
引
き

つ
け
る
魅
力
を
引
き
出
し
て
町

全
体
の
認
知
度
向
上
を
目
指
し

た
い
」
と
今
後
の
目
標
を
見
据

え
た
。

（
足
立
七
海
）

長
年
に
わ
た
り
地
域
の
観
光
振
興
に
尽
力
し
た
こ
と
な
ど
が

評
価
さ
れ
た
西
村
さ
ん

香
美
町
村
岡
区
日
影

日
本
観
光
振
興
協
会
関
西
支
部
長
表
彰

長
年
の
魅
力
発
信

整
備
評
価

日
本
遺
産
「
北
前
船
寄
港
地

・
船
主
集
落
」
に
認
定
さ
れ
て

い
る
新
温
泉
町
諸
寄
地
区
で

日
、「
北
前
船
寄
港
地
ま
つ
り
」

（
諸
寄
活
性
化
委
員
会
、
諸
寄

区
主
催
）が
開
催
さ
れ
る
。「
食
」

「
ま
ち
」
「
歴
史
と
文
化
」
の

三
つ
の
テ
ー
マ
を
設
け
て
お

り
、
関
係
者
は
多
く
の
人
の
来

場
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

今
回
で
５
回
目
を
迎
え
、
主

会
場
は
浜
坂
漁
協
諸
寄
セ
リ
場

で
午
前

時
に
開
場
。
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
が
集
結
し
て
軽
食
や
和

・
洋
菓
子
を
販
売
す
る
ほ
か
、

地
元
の
新
鮮
野
菜
や
海
産
物
も

提
供
す
る
。

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
同

時
開
始
で
、
地
元
の
明
星
認
定

こ
ど
も
園
の
園
児
の
踊
り
や
、

浜
坂
高
生
徒
に
よ
る
麒き

髳り
ん

獅
子

窑
や
ダ
ン
ス
、
公
民
館
活
動
の

披
露
も
予
定
し
て
い
る
。

会
場
に
は
全
国
の
北
前
船
寄

港
地
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
を
展

示
す
る
ほ
か
、ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
同
時
開

催
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
Ｊ
Ｒ

諸
寄
駅
や
龍
満
寺
、
廻か

い

船せ
ん

問
屋

・
中
藤
田
邸
な
ど
地
区
内
の
七

つ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を

巡
り
、
魅
力
を
実
感
し
て
も
ら

う
。関

係
者
は
「
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

に
は
人
数
制
限
も
設
け
て
い
な

い
の
で
、
大
勢
の
人
が
参
加
し

て
歴
史
の
知
識
を
入
れ
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
た
。

（
岡
村
博
）

◇
ま
つ
り
は
午
前

時
〜
午

後
２
時
。
雨
天
決
行
。
駐
車
場

は
セ
リ
場
横
を
利
用
す
る
。
問

い
合
わ
せ
は
電
話
０
７
９
６

（
８
２
）
５
２
３
３
、
諸
寄
基

幹
集
落
セ
ン
タ
ー
内
・
山
崎
さ

ん
。⇔

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

男
性
脱
衣
場
内
を

撮
影
容
疑
で
男
逮
捕

豊
岡
署

豊
岡
署
は

日
、
性
的
姿
態

等
撮
影
の
疑
い
で
、
大
阪
市
福

島
区
大
開
３
丁
目
、
会
社
員
、

長
畑
雄
介
容
疑
者

を
現
行

犯
逮
捕
し
た
。

逮
捕
容
疑
は
同
日
午
前
０
時

半
ご
ろ
、
豊
岡
市
城
崎
町
桃
島

の
宿
泊
施
設
の
男
性
脱
衣
場
内

に
、
録
画
機
能
を
起
動
さ
せ
た

ま
ま
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
設
置

し
、
入
浴
客
の
男
性

を
撮

影
し
た
疑
い
。
不
自
然
に
置
か

れ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
気
づ

い
た
男
性
の
通
報
で
、
駆
け
つ

け
た
同
署
員
が
逮
捕
し
た
。

◇
…
豊
岡
市
…
◇

（
日
付
は
出
生
日
、
か
っ
こ

内
は
保
護
者
名
）

５
日
石
田
琉

り
ゅ
う

晟せ
い

（
和
也
）

高
屋

新温泉・諸寄ガイドツアーなど実施

参
加
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
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∂
∂
∂
∂
∂
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∂
∂

気
合
を
入
れ
て
技
を
繰
り
出
す
選
手

９
日

香
美
町
村
岡
区
の

村
岡
体
育
館

初
日
は
同
公
園
と
京
都
府
京

丹
後
市
の
郷
村
断
層
で
行
っ

た
。
同
公
園
で
は
ガ
イ
ド
歴
５

年
の
日
下
部
清
子
さ
ん

が
、
審
査
員
役
の
同
協
議
会
職

員
に
対
し
、
英
語
で
玄
武
洞
の

成
り
立
ち
や
地
形
の
特
徴
な
ど

を
説
明
。
説
明
に
要
す
る
所
要

時
間
を
計
測
し
、
導
線
な
ど
も

入
念
に
確
認
し
た
。

同
公
園
は
２
年
前
の
Ｇ
Ｇ
Ｎ

の
審
査
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

策
な
ど
が
不
十
分
と
指
摘
さ
れ

た
が
、
豊
岡
市
に
よ
る
と
車
い

す
用
の
昇
降
リ
フ
ト
の
設
置
工

事
を
、
２
０
２
６
年
度
中
に
着

手
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お

り
、
本
番
で
は
説
明
す
る
と
し

て
い
る
。

最
も
問
題
視
さ
れ
て
い
た
玄

武
洞
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お
け
る

地
質
資
源
の
販
売
は
、
事
業
者

が
代
替
商
品
の
開
発
を
進
め
て

い
る
ほ
か
、
売
り
場
面
積
も
大

幅
に
縮
小
。
本
番
で
は
審
査
員

と
の
直
接
面
談
も
予
定
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。

ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

現
地
審
査
員
も
務
め
る
同
協
議

会
の
松
原
典
孝
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
「
同
公
園
の

ガ
イ
ド
は
学
者
と
一
緒
に
地
質

を
学
ん
で
お
り
、
レ
ベ
ル
は
高

い
。
指
摘
さ
れ
た
箇
所
も
改
善

が
進
ん
で
い
る
」
と
話
し
た
。

同
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
Ｇ
Ｇ
Ｎ

が
実
施
し
た

年
の
審
査
で
、

２
年
間
の
条
件
付
き
再
認
定

（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）
の
結
果

が
出
た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
は

日

ま
で
。
最
終
日
は
鳥
取
市
な
ど

で
も
行
わ
れ
る
。

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｇ
Ｇ
Ｎ
）
に
よ
る
再
認

定
審
査
が
７
月
７
〜

日
に
実
施
さ
れ
る
の
を
前
に
、山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
は

日
、

審
査
現
場
で
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
始
め
た
。
初
日
は
豊
岡
市
赤
石
の
玄
武
洞
公
園
な
ど
で
あ
り
、
関
係

者
が
審
査
員
へ
の
説
明
の
内
容
や
役
割
分
担
な
ど
本
番
の
流
れ
を
確
認
し
た
。

（
高
﨏
正
範
）

ガ
イ
ド
（
右
）
が
Ｇ
Ｇ
Ｎ
の

審
査
員
役
の
同
協
議
会
職
員

に
英
語
で
説
明
す
る
な
ど
、

本
番
に
向
け
打
ち
合
わ
せ
を

行
う
関
係
者

日
、
豊
岡

市
赤
石
の
玄
武
洞
公
園

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺ ｃ
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ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
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ｂ

日
本
拳
法
の
創
始
者
と
し
て

知
ら
れ
る
「
澤
山
宗
海
」
氏
の

功
績
を
た
た
え
よ
う
と
「
澤
山

宗
海
宗
家
錜
徳
碑
建
立
記
念
・

日
本
拳
法
村
岡
大
会
」
（
大
会

実
行
委
主
催
）
が
９
日
、
香
美

町
村
岡
区
の
村
岡
体
育
館
で
開

か
れ
た
。
出
場
し
た
選
手
た
ち

は
、
日
頃
か
ら
鍛
錬
を
重
ね
た

技
を
披
露
し
つ
つ
、
気
合
の
入

っ
た
攻
防
を
繰
り
広
げ
た
。

日
本
拳
法
は
、
防
具
や
グ
ロ

ー
ブ
を
着
用
し
て
「
突
き
」
や

「
蹴
り
」
な
ど
の
技
を
繰
り
出

し
な
が
ら
、
勝
敗
を
競
う
格
闘

技
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
試

合
が
行
わ
れ
た
今
大
会
に
は
、

大
阪
府
内
の
高
校
生
と
大
学
生

計

人
が
出
場
し
た
。

同
大
会
は
、
創
始
者
の
墓
と

顕
彰
碑
が
同
区
内
に
建
立
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
拳
法

の
普
及
に
つ
な
げ
よ
う
と
以
前

に
も
開
催
。
今
回
は
、
こ
れ
ま

で
の
大
会
の
開
催
に
尽
力
し
た

豊
岡
市
の
平
井
高
男
さ
ん

の
声
か
け
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
約

年
ぶ
り
に
復
活
し
た

と
い
う
。

実
行
委
員
長
の
五
島
治
郎
さ

ん

は
「
関
係
者
の
皆
さ
ま

の
協
力
の
お
か
げ
で
無
事
に
開

催
で
き
た
。
こ
の
大
会
を
で
き

る
だ
け
後
世
に
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

（
安
部
航
太
）
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（２５） ２０２４年 (令和６年 )６月１１日　火曜日 ( 第３種郵便物認可 )（２５） ２０２４年 (令和６年 )６月１１日　火曜日 ( 第３種郵便物認可 )


